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論文内容の要旨

本論文は，断面に方向性がなく，円形スパイラル筋による横拘束(コンファインド)コンクリートによって高靭性

を容易に付与できるなどの有用な特性をもっ鉄筋コンクリー卜 (RC) 円形柱の，断面形状の影響を考慮した合理的

な設計法の確立を目指して， RC 円形柱および同柱の梁・柱接合部の基礎力学特性の解明と，同部材の設計に必要な

各種強度算定式の提案などを試みたものであるO 本論文は 8 章から構成されているO

第 1 章では，本研究の背景と目的および本論文の構成などについて述べているO

第 2 章では，比較的シアスパンの大きい曲げ破壊型 RC 円形柱の これまで殆ど見られない大変形塑性域での合計

数十四から百余回という多数回の正負交番繰返し荷重下での基礎力学性状を実験的に明らかにしている。

第 3 章では，逐次計算による精算法とほぼ同程度の精度を有し，かっ計算が比較的容易に行える RC 円形柱断面の

曲げ終局強度算定式を正方形断面柱への断面置換という従来の便法を用いずに誘導・提案しているO 同提案算定式

の特徴は，断面形状の影響および圧縮部コンクリートにおけるコンファインド効果などが新たに考慮されている点で

あるO

第 4 章では，せん断破壊または付着破壊するように計画された RC 円形柱の載荷実験の結果から，これまで実験デー

タが少なく殆ど明らかでなかった同柱のせん断破壊性状および主筋の付着破壊性状を詳細に把握し，次章で提案する

算定式の信頼性ある検証用データを得ている O 同時に，同柱のせん断耐力，主筋の付着強度に及ぼす諸要因の影響な

どを明らかにしている。

第 5 章では，従来の断面置換法を用いず円形断面として取り扱う新しい立場から， RC円形柱のせん断・付着設計

に必要な， RC 円形柱の塑性理論に基づくせん断終局強度算定式および実験研究に基づく主筋の付着強度算定式を誘

導し，提案している。

第 6 章では，曲げ降伏後に曲げ破壊，せん断破壊または付着破壊する RC 円形柱の材端塑性ヒンジゾーンにおける

曲げせん断変形および軸方向変形などを詳細に調べ同柱の靭性設計に必要な RC 円形柱の限界変形の定量化のた

めの有益な知見を得ている。

第 7 章では，新考案の梁主筋定着性能改善手法も採用した梁・円形柱接合部の多数回繰り返し載荷実験を行ない，

同接合部における梁主筋の定着性能，接合部パネルのせん断変形状など， RC 円形柱を利用する構造物の設計で重要

なポイントとなる梁・円形柱接合部の諸力学特性を解明している O
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最後に，第 8 章では，本研究で得られた主な結論をまとめ，今後の課題について示しているO

論文審査の結果の要旨

地震時に柱がねばり強く抵抗することが，コンクリート構造物を耐震的なものとするかなめである。ねばり強いコ

ンクリート部材とするための最も効果的な方法は，鉄筋等により横拘束(コンファインド)補強することであるが，

通常よく使われている角型柱では角型補強の効果は低いのに対し，円形柱の円形補強は極めて効果的である O しかし，

実際には円形柱の利用は少なく その主な理由として，この円形柱の基礎力学特性が解明されていないこと，したがっ

て同柱の合理的な設計法が確立されていないことが挙げられる O

本論文では，鉄筋コンクリート (RC) 円形柱の合理的な設計法の確立を目的として，これまで殆ど行われていな

い地震時の主要動を想定した大変形塑性域での合計数十回から百余回におよぶ繰返し載荷実験によって， RC 円形柱

および同柱と梁との接合部の基礎力学特性を解明するとともに，同部材の設計に必要な各種算定式を提案している。

その主な成果を要約すれば次の通りである。

(1) 曲げ破壊型 RC 円形住は上記の大変形塑性域での多数回の繰返し荷重に対しても優れた性能を発揮する有用な

構造部材であることを実験的に実証すると同時に，繰返し荷重下での基礎力学特性を明らかにしている。

(2) RC 円形柱の曲げ設計に必要な，断面形状の影響およびコンファインド効果などを新たに考慮した柱断面の曲げ

終局強度算定式を従来の角型柱への断面置換法を用いずに誘導，提案している。また，同提案式が，簡便な式で

あるにも関わらず逐次解析による精算法と同程度の精度で実験値を推定できることを実証している。

(3) これまで実験データが少なく殆ど明らかで、なかった RC 円形柱のせん断破壊付着破壊などの破壊モードを判別

する手法を新たに提示するとともに，同柱のせん断耐力および主筋の付着強度に及ぼす横補強筋量，繰返し載荷な

どの影響を明らかにしているO

(4) RC 円形柱のせん断・付着設計に必要な，せん断終局強度算定式ならびに主筋の付着強度算定式を，従来の断面

置換法を用いない新たな方法で誘導し 断面形状の影響をも考慮できるこの式が，従来式に比べて実験値との適合

性にも優れたものであることを実証しているO

(5) 建物の耐震性，したがって部材の地震エネルギーの吸収能力を表わす部材の変形能力に関して，多数回繰返し荷

重下における塑性ヒンジ域の耐力の劣化性状，せん断および軸方向の変形性状等をも考慮した，実験値との適合性

のよい限界変形の評価法を新たに提示している。

(6) 構造物の設計で重要なポイントとなる梁・柱接合部の，多数回繰返し荷重下における従来方式の性能の欠陥を明

らかにすると共に，それを改善する新たな手法を考案し，その接合部が，多数回繰返し荷重下においても十分な梁

主筋定着性能，接合部パネルのせん断抵抗性能を持つなど良好な耐震性能を有することを実験的に明確にしてい

る。

以上のように，本論文は， RC 円形柱の繰返し荷重下での基礎力学特性を解明するとともに，同柱の精度良い設計

用各種算定式を誘導・提案して，合理的設計法確立のための重要な知見を数多く与えており，建築構造工学に寄与す

るところ大である O よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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